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入学式・体育大会特集
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　本年度のＰＴＡ会長を務めさせていただく、花井と申します。昨年度の
会長を初め、役員の方々の活動には、感謝申し上げます。今年も誠心
誠意、活動していきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
　今年も入学式を終え、新学期が始まりました。高校生活は、心身とも
に一番成長する、大切な時期でもあります。子どもたちが、自分自身と
向き合い将来に向けて、明確なビジョンを持って、行動・成長していくこ
とが、私たち保護者の願いだと思っております。
　そのためには、子どもたちが目標へ向かって、一生懸命取り組める
環境を整え、充実した高校生活を送れるよう見守り、応援することが
できれば良いと思っております。
　新型コロナウイルスによる活動制限もありますが、ＰＴＡとして、子ども
たちが成長できるよう、サポートしていきます。
　保護者の皆様方には、本校のＰＴＡ活動により一層のご理解とお力
添えのほど、よろしくお願い申し上げまして、就任のご挨拶とさせてい
ただきます。

PTA会長　花井 寛

雨の季節である。イベントが延期になる、外出が億劫になる、洗濯物が乾かないなど、雨にはあまりいいイメージが
ない。そんな雨だが、雨音には心を癒す効果があるという。しとしとと雨が落ちてくる音は、一定のようで一定では

ない。自然が持っている、規則的な中に不規則さをあわせ持つ、心を落ち着かせるこの不思議なリズムを「1/f（えふぶん
のいち）ゆらぎ」と呼ぶのだそうだ。雨音のほかにも、木漏れ日のきらめきやろうそくの炎のゆらめき、波の音や木目にも
「1/fゆらぎ」はひそんでいる。忙しい日々の中に、雨音に耳を傾ける余裕を持ちたいものである。   

梅

Schedule［行事予定］

6
月

7
月

※撮影の為、マスクを外している写真もあります。

同朋高等学校長 滝 敏行

月～金

火～火

地域懇談会
地域懇談会
全商簿記実務検定
期末考査
地域懇談会
1・2年ベネッセ総合学力テスト
地域懇談会
全商ビジネス文書実務検定
家庭学習日
4限授業
1年キャリア教育
芸術鑑賞
2年自主活動日
地域懇談会、数学検定

25日

26日

27～7/1日

2日

3日

4日
5～12日

6日
7日
8日
9日

土

土

土

日

日

月

木

水

金

水～金

P T A 会 長 挨 拶

7
月

8
月

地域懇談会
全商ビジネスコミュニケーション検定
1年キャリア教育
2年「薬物」講演・キャリア教育
1年自主活動日
2年キャリア教育
家庭学習日
三者懇談会
三者懇談会
家庭学習日、三者懇談会
終業式
第24回アンサンブル演奏会
就職四者懇談
2年MP生活支援
1年MP生活支援
地域懇談会まとめの会

火

10日

11日

12日

13～15日

16日
19日

20日

21～26日
23～25日
7～9日
20日

月

火

水

木～火

土～月

土

日

土

8
月

9
月

出校日、2年MP食育
第1回学校公開日
第2回学校公開日
第2回全統記述模試
PTA研修
始業式
3年保護者進学ガイダンス
3年学級懇談会
PTA常任委員会
1年保護者進路ガイダンス
2年普商修学旅行説明会
1・2年学級懇談会
第2回看護医療模試
文化祭
全商情報処理検定
見真の日

25日
26日
27日

28日

1日

3日

18日
22～24日

25日
28日

土

土

日

金

木

土

日

水

日

10日

木

日～火

木～土

PTA 役 員 紹 介

竹本 実花副会長

久志 香緒里副会長

津多 賢一副会長

竹田 洋子会　計

松本 婦治子会計監査

花井 寛会　長

渡邊 弓路事業委員長

川浦 幸子文化委員長

水谷 由佳生活指導委員長

大田 理香地域懇委員長

北岡 美咲会計監査

地域懇談会は、学年や学科、クラスの壁をこえて、同じ地域に住まう方々がつどい、教育について語り合う会です。
今年度も地域で工夫を凝らした企画が考案されています。企画内容については地域懇談会の全体チラシ、地区独自
チラシでご確認ください。それぞれの地区で繋がりを広げていただき、本音で語り合う場としてご活用ください。

☆会場の人数制限の都合上、必ず事前に確認票提出(またはformsでの登録)をお願いします。

～生徒・保護者・教師・地域ではぐくむ学校へ～地域懇談会
のお知らせ

中村A
中村B
中村C
中川A
中川B
中川C
西A
西B
北

熱田・港東
港西

名古屋中東部
名古屋南東部
南・知多
緑・三河
守山尾張東
尾張西部
尾張東部
稲沢・清須
津島・愛西
海部東部
海部南部
三重

笹島・笈瀬・日比津(学区)　　
豊国・黄金(学区)　　　　　　
御田・豊正(学区)
富田・はとり・助光・供米田(学区)
一柳・高杉・一色(学区)
長良・八幡・山王・昭和橋(学区)
山田・山田東・平田(学区)
名塚・浄心・菊井・天神山(学区)
北区
熱田区・港区の東港・港明(学区)
南陽・南陽東・当知・港北・港南・宝神(学区)
千種区・名東区・長久手市・中区・東区
天白区・昭和区・瑞穂区・豊田市･日進市・東郷町・みよし市
南区・東海市・知多市・半田市・常滑市・知多郡
緑区・豊明市・大府市・三河地区
守山区・尾張旭市・瀬戸市・春日井市・岐阜県東濃地区
一宮市・岐阜県岐阜地区・西濃地区
小牧市・岩倉市・北名古屋市・豊山町・犬山市・江南市・大口町・扶桑町
稲沢市・清須市
津島市・愛西市
大治町・あま市
蟹江町・飛島村・弥富市
三重県

同朋高校103教室
同朋高校会議室
同朋高校会議室
富田地区会館

中島公民館２F会議室
同朋高校会議室
山田地区会館

同朋高校105教室
北生涯学習センター
労働会館本館

名古屋市南陽交流プラザ
千種スポーツセンター第一会議室
天白スポーツセンター会議室３
東海市芸術劇場会議室

刈谷市総合文化センター504会議室
JR勝川駅前ルネック７F会議室A

一宮スポーツ文化センター２F研修室
岩倉生涯学習センター会議室②
新川ふれあい防災センター

津島市文化会館
あま市七宝焼きアートヴィレッジ

蟹江中央公民館
桑名市パブリックセンター

7月3日
7月10日
6月25日
7月2日
7月2日
7月9日
7月2日
7月2日
6月25日
7月2日
6月26日
6月26日
6月26日
7月3日
7月10日
7月3日
7月9日
6月26日
7月9日
6月26日
7月3日
6月25日
6月26日

10:00～12:00
14:00～16:00
10:00～12:00
15:30～18:00
9:30～12:00
14:00～16:00
15:30～16:30
13:30～15:30
10:00～12:00
13:30～15:00
13:30～15:15
14:00～16:00
13:30～15:30
9:30～11:30
13:30～15:30
13:30～16:00
13:20～15:30
9:00～11:00
13:30～15:30
10:00～12:00
10:00～12:00
14:00～16:00
10:00～12:00

地区名 該当地域（学区・区・市町村） 時日 場所
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

日
日
土
土
土
土
土
土
土
土
日
日
日
日
日
日
土
日
土
日
日
土
日
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　春らしい気候になりました。ソメイヨシノはピークを過ぎていますが、
今度はサトザクラ、ウコンザクラがまさに咲こうとしています。校舎の中に
桜の花びらが舞い込んでいるのを見ると、なんだか嬉しくなります。先ほど
入学認定をした528名の新入生の皆さん、入学おめでとうございます。
今日まで慈しみ育ててこられた保護者の皆さまにも、心よりお祝い申し上
げます。
　教職員も、２・３年生も、新入生の皆さんの入学を心待ちにしていまし
た。期待とともに不安も大きいと思いますが、我々教職員一同、皆さんの
夢の実現に向けて、全力で皆さんのことを応援します。
　さて皆さんは、「大人」というとどんな人のことを思い浮かべますか？
どんな人が「立派な大人」なのでしょうか。
　つい先日、４月１日から、成年年齢が２０歳から１８歳に引き下げられまし
た。これには、若者の自己決定権を尊重し、若者に積極的に社会参加をし
てもらいたいという意図が込められています。今は中学校を卒業したばか
りでピンと来ないかもしれませんが、同朋高校を卒業する前に、皆さんの
ほとんどが成人になります。
　成人になると、さまざまなことを自分で決められるようになりますが、
責任も出てきます。また、社会にみなさんの考えを反映させる大きな力も
得ます。選挙権です。皆さんが思い浮かべる理想の「大人な」自分に近づ
けるように、大いに学び、考える力を身に付けてほしいと考えています。
　答えがない問題が溢れる社会で、それでも世界中の人々が平和に
生活を続けることのできる豊かな社会づくりに貢献していく、この3年間
でそんな器の大きい人に成長していくことを心から願っています。
　平和な国際社会を築いていくには、異なる民族や宗教、文化、意見の
違いを理解し、それぞれの多様性をお互いに認め、受け入れていかなけ
ればなりません。皆さんには、同朋高校での生活を通して、違いを認め合
う寛容な心、しなやかで強い心を育ててもらいたいと思っています。
　同朋高校の正門を入ったすぐ左手に親鸞聖人の立像があります。
本校は、親鸞聖人の教えを建学の精神にもつ、真宗大谷派の関係学校
です。生徒一人ひとりの違いを認め合い、個性を伸ばすことを目標にして

　春の桜が美しく感じられるこの良き日に、ここに新たに同朋高校生を迎えること
ができました。新1年生の保護者の皆さまにおかれましては、お子さまのご入学に
お祝い申し上げますとともに、心より歓迎の言葉を申し上げます。
　本日はご入学まことにおめでとうございます。
　さて、本日、同朋高等学校に入学された新入生の皆さんに、保護者を代表いた
しまして、一言、お祝いの言葉を述べさせていただきます。
　皆さんは、今、さまざまな夢を抱いて、この場に居られることと思います。
　これからの3年間、一生懸命、学業に打ち込み大学へ進学したいと思っている
方、スポーツに打ち込み全国大会を目指したいと思っている方、芸術に打ち込み、
世の中で広く認められる技術と感性を身に付けたいと思っている方、人格を磨き
人から愛され、頼りにされる人間になりたいと思っている方、高校生活の中で生涯
の友情を結べる友人と、出会いたいと思っている方、あるいは、今あげた全部を手
に入れたいと思っている方々がおられると思います。どんなに大きな夢でも、夢は
かならず叶います。自分の叶えたい夢を、いつも、心の中に持ち続けてください。
　しかし、ここで是非覚えておいていただきたいのは、自分に本当に欲しいものが
あるならば、自分の方からそれを本気で取りに行かなければ、それは決して手に入
ることはない、ということであります。
　先生方も、先輩方も、そして私たち保護者も、皆さんの代わりにそれを手に入れ
て皆さんに渡してあげることはできません。皆さんが自らそれを強く望み、自ら全
力で行動しなければ、それは決して手に入ることはないのです。
　その努力を、先生方、諸先輩方、そして私たち保護者は精いっぱい応援したい
と思っています。
　同朋高校は、自らが努力し自らを助けようとする者が集う場所であり、そういう
若者が成長し、自分の夢を、自分の努力で叶える場であり、そのために努力する
若者たちに最高の環境を与えたいと願っている教職員、同窓生、ＰＴＡが集まって
いる場であることを是非、心に刻んでください。
　最後になりましたが、校長先生はじめ、同朋高校の教職員の方々には、本日
入学した新入生、そして、在校生に、変わらぬ熱心なご指導を、新入生とともに、
保護者ＰＴＡを代表いたしましてお願い申し上げ、入学式にあたっての祝辞とさせ
ていただきます。

　生命が生き生きと活動を始め、春の訪れを感じ
る良き日に、私達528名は、本日、同朋高等学校の
1年生として入学式を迎えることができました。本
日はこのような素晴らしい式を開催していただき、あ
りがとうございます。
　高校生になるということは、大人への第一歩を
歩き始めることでもあります。それに伴いいろいろ
な不安を感じることもあるでしょう。そんな時は、
不安と向き合い仲間と共有して助け合いながら
乗り越えていきたいと思っています。
　近年は新型コロナウイルスの影響で活動が制限
されてしまうこともありますが、そのおかげで経験で
きたことやできなくて悔しかった思いなども自分の
一部とし、高校生活の一日一日を大切に送ってい
きたいと思います。
　慣れないことで戸惑うこともあると思いますが、
校長先生をはじめ先生方、先輩方、どうか暖かく
ご指導くださいますようお願いいたします。
　最後に私達新入生は同朋高等学校の生徒であ
ることに自覚と誇りを持ち共に支えあうことを約束
し誓いの言葉とさせていただきます。

令和4年４月６日

誓 い の 言 葉

います。
　人間、誰一人として同じ人はいません。賑やかな人もいれば、静かな人
もいる。育った環境や考え方、価値観もさまざまです。そのような多様な
価値観が集まることにこそ学校で学ぶ意味は存在します。皆さんの周り
には、自分とは違った考え方や価値観を持った仲間がいます。
　自分とは違う考え方と出会ったとき、自らの考えにこだわりすぎたり、他
者の意見に耳を傾ける余裕が無くなったり、腹を立ててしまうことがある
かもしれません。それでも、他者の行動や欠点を責め立てることのないよ
うにしたいものです。違いを理解し、寛容な心で受け止めて、お互いが前
向きな姿勢を取り戻して成長を目指せる道を模索するべきです。
　「コミュニケーション能力が大切だ」とよく言われますが、コミュニケー
ション能力は、相手を言い負かす力ではなく、自分とは全く違う価値観の
人とも理解し合おうとする力、考え方が違う人とも一致できるところを見
つけてゆける力です。
　違いを認め、それぞれの個性が輝く豊かな関係を築いていくこと、それ
こそが同朋高校の建学の理念「同朋和敬」です。
　皆さん、同朋高校の「同朋」とはなんだか知っていますか。同朋とは
志を同じくし、ともに生きる目的を追求して、ともに励む仲間です。皆さん
の周りに座っている仲間が「同朋」ですし、我々教員も、皆さんの「同朋」
です。ともに学んでいきましょう。「同朋高校」つくづく素敵な名前だと思い
ますし、皆さんもこの同朋の名を誇りに思ってくれるといいと思います。切
磋琢磨し互いに高め合う集団を作っていきましょう。
　同朋高校で始まる豊かな学びと豊かな人間関係の中で、皆さんが
大きく成長し、光り輝くことを願ってやみません。我々教職員一同、皆さんを
全力でサポートし、共に成長していきたいと考えています。「初心」を忘れ
ず、有意義な高校生活を送られることを心から期待して、入学式の式辞
といたします。
　

入 学 式
令和4年度

学校長式辞 学校長 滝 敏行 来賓祝辞 PTA会長 二村 浩介様

新入生代表 

109 
井上 和月
岩倉市立
岩倉中学校出身

新 入 生

部 活 動 の 紹 介
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「あなた」は
どんな体育大会にしたいと
思っていましたか

クラスが仲良く
誰かとつながる
クラスの一体感
できることを一生懸命
1年生の笑顔が溢れる
先輩と話してみる
2年生と仲良く
仲良しとより仲良く
苦手だけどがんばってみる
群団全体が一体感溢れる
会場全体が盛り上がる
真剣に
楽しく
ひとがつながる

「あなた」の立場や状況に
よって
様々なイメージを持って
体育大会当日に向かっていた
ことでしょう

途中
うまく進まない不安や憤りも
あったと思います
責任感や仲違いで苦しんだ
ひともいたかもしれません

体育大会当日

あなたが最初に思った通り

会場は真剣な勝負の中

クラスや群団は笑顔に溢れ
あたらしい仲間とつながり
他の群団に手拍子を送り
そんな
体育大会はつくられました

思ったことはカタチとなります
この体育大会をつくったのは
あなたの「どんな体育大会に
したかったか」です

素敵な体育大会をつくってく
れたすべての「あなた」
素敵な体育大会をありがとう
ございました

文化祭
クラブ活動

進路
卒業式
あなたの大切なこと

いろいろ続きます

想いはカタチになります

また
お互い
いいイメージを強く持って
いい未来をつくりましょう

体育大会実行委員教員
森岡優介

　「優勝は紺色群団！！。」

　今まで経験したことのない達成感を感じた瞬間でした。

　私たちのテーマは全員でひとつです。

　一人でも欠けてはならない存在で完成させるためには

一人ひとりが大事でした。

　体育祭準備に入った最初の頃は、衣装も進まずダンス練

習も思うように進みませんでした。

　やる気がある子にそうでない子が付いてこれず空回りの

毎日でした。このままだと間に合わないと思い、始めた放課後

練習も最初は一人二人しか集まりませんでした。

　どうしたらいいか悩んでも答えが出ず、半ば無理矢理練習を

していた時もありました。副群団長をはじめダンスチームの子

と見本を見せる、教える、をただひたすらに繰り返しました。

　笑顔を絶やさずに前向きに時間を共にしていると練習に

取り組む姿が真剣になっていきました。空回りしながら「優勝す

るよ」と言っていたのもいつの間にか本気になっていきました。

　そして迎えた本番。96人全員がそれぞれの本気を出して

くれたおかげで最高の作品ができあがりました。適当にやれ

ばいいやと思う子が一人でもいたらあの演舞はできなかった

と思います。

　抽選という運命で出会った96人。今まで知らなかったみん

なと、この短期間で共に幸せを感じられる仲間となれたこと

が私の宝物です。

　102、206、315のみんな、ありがとう。

315 佐藤 蒼菜 （豊田市立末野原中学校出身）

　5月26日、色とりどりの生徒がガイシホールへと集まった。

私たちは水色群団で、前日まで応援合戦の練習で少し疲れ

ていたが、参加しているうちにそんなものは吹き飛んでいた。

　前日まで私は、応援合戦でダンスを踊るのがとんでもなく

嫌だった。当日は本当に意を決して応援合戦に挑んだのだ

が、他の群団を見たり、いざ本番の中で拍手が起こったりし

たのを感じると、すごく嬉しい気持ちになって、あぁ自分も応

援合戦やれてよかったな、と悔しくも思ってしまった。

　私はみんなで協力するのは苦手だし、こういった大きな

イベントも大の苦手だ。一人ぐらいいなくてもいい、何の意味が

あるんだと思っていた。しかしながら案外、大勢にまぎれて、

盛り上がったり感動したり、大きな興奮につつまれるのも悪く

ないことを知った。応援する観客の姿、トラックを駆ける姿、

大勢で一つのパフォーマンスを造りあげる姿、それら一つひ

とつがこの体育大会を成功させるためのかけらだと思った。

私もそこにいることができて、よかった。

　仲間と時間を共有する喜びを大いに感じた一日だった。

共有する喜び
２１１ 小塚 伊織 （名古屋市立供米田中学校出身）

　初めて先輩のことを心の底から尊敬し、憧れた日でした。

私が思う体育大会で一番迫力のあった午後の部の応援合

戦。青群団は11番目の応援披露だったので、披露する前に

たくさんの群団の応援を見ていました。その時の私は、楽し

みながらもそれぞれの群団に対抗心を持ち、ドキドキワクワク

とした気持ちで溢れかえっていました。どの群団の応援も私

の心を躍らせ、楽しませました。かっこいい応援だったり、可愛

い応援だったり…今でも思い出すと楽しかったなぁと幸せな

気持ちに包まれます。

　青群団の出番が近づくと、ハラハラとした緊張感が湧いて

きました。アリーナの隅で待機し、目の前には水色群団が応

援をしている風景。観客席ではあまり伝わってこなかった群

団のみんながとっても楽しく踊る姿。そんな姿を間近で見た

私は、さらに胸が高鳴り、早く青群団のみんなで踊りたいと

いう気持ちが膨らんでいきました。すでにその時には緊張

感はなく、躍るのが楽しみで仕方がありませんでした。直前に

ちょっとした動きの変更があり、忘れないか少し心配もした本

番でしたが、無事に楽しんで踊りきることができました。本番

中の群団長の輝いた姿はとても眩しく、不思議と安心感があ

りました。きっと、本番までの期間、一生懸命頑張っている姿

を見てきたからです。応援終了後、座席に戻り席に着くと、や

りきった達成感と同時に、終わってしまったという寂しさを感

じました。さらに、3年生とは来年の体育大会を行うことがで

きないと思い、とても切なくもなりました。

　普段の学校生活の何週間、何ヵ月という長い時間よりも、

3日、4日と、青群団で練習をしてきた時間は、私にとって圧倒

的に中身のある輝いた時間でした。間違いなく私の人生にお

いて宝物になった時間でした。

憧れと高鳴りと切なさと 109 長谷川 苺南 （豊山町立豊山中学校出身）

運命で出会った96人
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Club&Award News
生徒の活躍（～4月26日まで）

■柔道部
令和3年度愛知県高等学校新人体育大会　柔道競技　
女子52kg級　
全国大会出場　菊池 律杏（302）

■女子蹴球部
松本杯（県内外のチームにより行われた大会）
優勝

り　な

　保健体育の授業では、体の動
かし方や健康などの理解を深め
ることを通じて、自分の体につい
て考える機会を作りたいと思い
ます。
　また、自分も様々な人と関わり
ながら色々と学んでいきたいと思
います。よろしくお願いします。

石橋 亮治 先生
　授業だけでなく、普段の生徒との
対話を通して他者とのコミュニケー
ションの楽しさを伝えることができ
るように一生懸命頑張ります。
　また生徒の皆さんが各々の目
標を達成できるように支えていき
たいと思います。どうぞ、よろしく
お願いいたします。

佐々木 寛斗 先生

保健体育科

　情報の授業をはじめ、部活動や
学校行事等を通じて生徒の皆さん
が「成長」と「感謝」を感じられる
よう、これまでの教職経験を活か
して精進し邁進してまいります。
　世の中はICTの時代、そして情
報の入試も始まります。皆さんの
進路も全力でサポートします。

隅田 詠吉 先生
　今年度から美術教員として勤
めます滝本汐里です。昨年度ま
ではデザイナーとして、主に食器
の企画開発に携わっていました。
　授業を通して、一人ひとりの興
味・関心・感性を伸ばしていける
よう支援に努めます。よろしくお
願いいたします。

滝本 汐里 先生

情報科

　初めて担任を持ちますが、とて
も温かい同朋高校の皆さんに包
まれて楽しく過ごせています。
　音楽科での授業が多いです
が、多くの生徒と関わっていきた
いです。ここで出会えたことに感
謝し、人生の宝物となるよう全力
で頑張ります。

遠山 千尋 先生
　英語が苦手であったり嫌いであると
いう生徒でも、楽しく授業に参加でき、
少しでも英語に対する気持ちがポジ
ティブなものに変わるような授業作りに
努めたいと考えています。また、勉強面
だけではなく、普段の生活や日常の些細
な面においても生徒をサポートできるよ
う努めます。よろしくお願いいたします。

湯浅 郁也 先生

音楽科

英語科

美術科

英語科

　多くの実験を通して、理科を学
ぶ楽しさと大切さを感じてもらえ
るように頑張っていきます。
　また、学校生活を通して生徒
一人ひとりの力になりたいと思っ
ています。よろしくお願いします。

淀屋 知大 先生

理科

新 任 教 員 紹 介
校 外 研 修

　本校の３年生は、毎年４月に学校を代表して
真宗本廟（京都・東本願寺）で上山研修を行って
います。残念ながら、この２年間は、コロナ禍のた
め中止せざるを得ませんでしたが、今年は１５ク

ラスで参拝をすることができました。
　高速道路の開通により予定より早く到着しましたので、御影堂（ご
えいどう）の前で、クラスごと記念写真。最高学年らしく整斉した標
準服姿で和気あいあいの写真を撮ることができました。その後、御影
堂で行われた式典では、音楽科生徒による「真宗宗歌」「恩徳讃」
の合唱（普通科・商業科生徒は清聴）、そして古賀堅志 師による法話をいただき、３年生全員が真剣な姿勢で研修に臨

むことができました。
　午後からは、クラスごとに分かれて、清水寺、祇園周辺、錦市場、東本願寺周辺をめぐり、
京都ならではの古都の街並みに触れることができました。途中、雨に降られるハプニングも
ありましたが、３年目にして初の日帰り研修（コロナ禍のため、１年フレッシュマン合宿中止、
２年校外研修=遠足中止）に、３年生一同にとって有意義な一日となりました。

３年学年主任　本田 裕規　　宗教主任　宮城 道良

3年生

　１年生は４月２０日（水）～２１日（木）にかけて「フレッ
シュマン合宿」という一泊の行事を行う予定でしたが、
社会状況を鑑みて中止となりました。
　１日目である２０日（水）は「学年集会」・「基礎学力検

定」・「情報リテラシー講演会」そして一人ひとりに「iPad配布」と充実した
一日となりました。
　２日目である２１日（木）には「のんほいパーク（豊橋総合動植物公園）」に
校外研修として行ってきました。各クラス６～７名のグループを作り、園内で
はグループ活動として

など各グループ４つのミッションをクリアしてきました！帰りのバスの乗車時には、高校生活にも
慣れてきてリラックスした自然な笑顔が魅力的でした。

１年学年主任　小川 幸子

1年生

　普通科は博物館明治村に行きました。園内では、チームごとに設定されたミッションに挑戦です。
ミッションの答えを求めて園内をたくさん歩きました。素敵なロケーションで写真を撮ったり、駄菓子
屋で遊んだり、チームで交流を深めることができたのではないでしょうか。バスに戻ると歩き疲れて

ヘトヘトな様子でしたが、行きのバスよりも気心の知れた雰囲気になっ
ていました。
　商業科は、葬儀会館TEARで社長の話を聞き、マナー講座を受けま
した。「人のために働く」心構えや挨拶の仕方やお焼香の仕方などを
学び、社会人になることへの意識を高めました。その後は名古屋港水
族館へ。楽しい時間を過ごし、クラスの人と打ち解けることができたの
ではないでしょうか？

　音楽科は、浜松市楽器博物館とヤマハ掛川工場を訪れました。工場で楽器の製造工
程を知ることができたのはもちろん、自分が普段触っていないさまざまな楽器に触れること
ができる機会になりました。天候が心配されましたが、開放感にあふれるショパンの丘で
お弁当を食べることもでき、充実した時間を過ごすことができました。
　新しい学年、新しいクラスでの最初のイベントで親交を深め、有意義に過ごすことができました。

2年学年主任　坪内　翼

2年生

Q 海にいる「猫」と一緒に撮影しよう！　A ウミネコ
Q 空を飛べないけれど、飛んでいる鳥と一緒に写真を撮ろう！　A ペンギン系
Q 「3本の角を持つ顔」を意味する名前の生き物と一緒に写真を撮ろう！　A トリケラトプス
Q ユアンモサウルスは○○トン？！数字ポーズで写真を撮ろう！　A 博物館内　21
Q 「シジミ」達と一緒に集合写真を撮ろう！　A 博物館内　チョウチョの一種
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